
企業理念

外部環境

時代を先取りする積極的経営を旨とし、
信用維持を第一に新しい価値の創造を
通じて社会に貢献し、人々の文化生活
の向上に資する商品、サービスの提供
を図る。

P.4

INPUT

再
投
資

財務資本

連結当期純利益

ROE

純資産

資本金

成長投資枠

自己資本比率

23.62億円
7.5％

337.7億円
37.6億円
100億円
43.4％

社会関係資本

長年培った盤石な基盤

取引先 3,500社以上

販売・製造・物流資本 

国内営業拠点 

製造拠点※

ケミカルセンター
物流倉庫

海外拠点

19カ所
1カ所
4カ所
2カ所
4カ所

※株式会社日本包装

P.26

人的資本

連結従業員数 400名
有資格者数
● 毒物劇物取扱責任者
● 高圧ガス販売主任者
● 危険物取扱者
● 包装管理士／
包装機械相談士

● 管工事施工管理技士
● 薬剤師 

161名
157名

54名

16名
4名
3名

P.24

P.14

P.25

化学産業の構造変化
地政学的リスクに伴う持続的な原料調達への不安
気候変動に関連する災害等のリスク
人手不足や健康問題等、労働に関するリスク
取引先企業の統廃合やエネルギー調達コストの
増加等、業界特有のリスク

機会

カーボンニュートラルに向けた化学メーカーの
燃料転換
エレクトロニクス分野等の成長市場における需
要の高まり
少子高齢化から生まれる需要

持続可能で強靭なサプライチェーンの提供による顧客企業と経済の発展
脱炭素・循環型社会に資する商品サービスの拡大
脱炭素社会への貢献
人権、多様性の尊重と人財への投資の推進
ステークホルダーから信頼される経営の強化

リスク

マテリアリティ
P.36

BUSINESS MODEL P.16

豊
か
で
持
続
可
能
な
社
会

ソーダニッカ
グループが
目指す社会

OUTPUT OUTCOME

連結当期純利益 24億円以上

国
内
・
ア
ジ
ア
の
顧
客
企
業

工場

車・道路

浄水場

工事現場

食品フィルム

クリーンエネルギー

日用品・化粧品

船舶・橋梁

学校・オフィス

当社商品が
使われる製品・サービス

● 無機・有機薬品

● 紙パルプ関連薬品

● 合成樹脂

● 包装関連製品

● 電子材料

● インフラ商材

● 環境関連製品

● 新素材

● 新エネルギー

取扱商品
（5,000種類以上）

供給の安定維持

STAGE3 P.14

新たな成長軌道を
つくるために

「変革」を果たす

基本方針

経済的価値（2026年度 財務目標）

...etc.

副生物を原料にした
リサイクルビジネスにより
廃棄物を抑制

高機能フィルム事業を通じた
フードロス削減

脱プラ・省プラやサーキュラー
エコノミーの促進

ケミカルセンターを活用した
配送の効率化による
物流問題の解決

社会的・環境的価値

スチームトラップやバイオマス
燃料向け商材の販売促進による
カーボンニュートラルへの

貢献

ROE 8％以上

配当性向 40％以上

化学品・機能材のトレーディング 基盤事業 P.16 P.18

トレーディング

調達 物流 在庫管理

食品パッケージとプラスチック代替素材 パッケージ・新素材事業 P.16 P.20

市場分析 設計
提案

調達
加工
連携

物流
在庫
管理

加工
供給

日用品・化粧品などの製造受託 生活ソリューション事業 P.16 P.22

企画
提案 調達

委託先
選定
材料支給

物流 製品
納入

製造
加工

供給 循環
再資源化

供給 回収・リサイクル

多様な物流手段への柔軟な対応力
一貫した顧客への対応力

豊富な取引実績
ケミカルセンターの活用

強み

機能性向上や新素材開発
再資源化、再生材供給に対応

商社 × コンバーティング機能
最適な包材提案

強み

最適なOEM/ODM委託先を選定
最適な物流を提案・支援

最適な原料を安定供給
最適な包材を安定供給

強み

“社会と化学のコーディネーター”として
トレーディング機能にプラスして事業をコーディネート

ソーダニッカグループは、化学の力で世の中の役に立つことを目指す企業として、豊かで持続可能な社会の実現のため、化学
品分野におけるトレーディングを軸としたビジネスモデルを展開しています。

価値創造プロセス

価値創造ストーリー

12 13

ソーダニッカグループ 統合報告書 2026




